









































































































































図3 能動的学習の次元(Mayer，2004， p.15) 
*日本語訳及び (A)'" (D)は筆者加筆
表 1 大学の教育改善・開発の取り組みの分類(溝上， 2003， p.166) 
タイプ タイプ1 タイプ2 タイプ3
改善・開発の別 改善型 開発型 開発型
授業の形態 講義型 講義型 学生主導型
学習者の授業への参加形態 受動的学習者 能動的学習者 能動的学習者
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